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産業用無人ヘリコプタの鉄コーティング播種技術について 

 

１．背景  

近年大規模農家の増加、就業者の高齢化により、大幅な省力化やコストダウンが必要となってき

ており、無人ヘリによる直播技術が注目されている。なかでも鉄コーティング直播栽培は数年前

から特に注目されている技術である。 

２．水稲鉄コーティング種子について 

 水稲種子を鉄粉と焼石膏でコーティングし、乾燥させた種子を言う。 

 〔メリット〕 ①長期間の保存が可能 ②鳥害の軽減 ③播種量・出芽の目視確認が可能 

              ④農薬として扱われないため、農薬登録が不要で無人ヘリでの散布が容易 

                  
     図１．鉄コーティング種子              図２．構造 

３．産業用無人ヘリコプタによる鉄コーティング種子の播種技術（鉄直）について 

 １）播種装置は、無人ヘリの粒剤散布装置（GR3）を利用  ・・・（均一散布の確保） 

   ・粒剤散布装置（GR3）：スピナー回転でタンクから落下した籾を遠心力で飛ばす 

          

   ・分散試験より均一散布幅（５m）を確認 ・吐出量試験より散布速度（15km/h）を確認 

       



 ２）ヘリのダウンウォッシュによる影響確認と対応     ・・・（圃場の水深確保） 

   ・試験よりﾀﾞｳﾝｳｫｯｼｭで最大２cm 変化、種籾が還元層に達しないためには水深３cm 必要          

   

 ３）種子の飛散防止確認 

   ・散布装置のインペラ速度による飛散確認   ・・・飛散防止散布 

  

 ４）鉄直の効果確認 

   ・無人ヘリ播種と地上播種（点播・移植）との差異確認 ・・・無人ヘリ播種 

     

４．鉄直播種と移植での農家収益比較の例 （H23年度 新稲作研究会（石川県）試験結果より）         

     


